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Ⅰ．諸言

　７対１看護の導入とともに質の高い看護が要求さ
れる昨今、看護師にとって患者に提供する日常的な
ケア場面は、看護の質の良し悪しが顕著に表れる。
言い換えると、患者の療養生活を支えるという役割
上、患者と関わる上で患者のニードに対応すること
は看護師に求められる能力であり、これが看護の質
を左右するともいえる。ところが近年、他者と関わ
ることに苦手意識をもつ看護学生が少なくなく、特
に臨地実習において看護学生は患者への対応につい
て戸惑いを感じ、受け持ち患者へのニードが捉えき
れず苦慮している。
 こういった状況への改善策として、近年の看護基
礎教育では、臨地実習での効果的な教育につながる

ように、臨床場面に近い現実感のある演習を経験で
きるような多くの工夫がみられる。その中のひと
つに、看護基礎教育における模擬患者（Simulated 
patient：以下SPとする）参加型の学習がある。こ
れは、主に基礎看護学領域でのコミュニケーショ
ン演習に活用されている１－６）。近年は特に多くの
授業で取り入れられており、SP演習の教育効果７）、
SP演習後の実習への効果８, ９）、SPからのフィード
バック効果10）、成人看護学演習での学び11）など、看
護学生へのさまざまな教育効果が報告されている。
　従来SPとなる人たちは、一般から募集された人
や模擬患者団体等が、作成されたシナリオをもとに
演習での患者役として参加している１－10, 12）。中には
同級生同士で実施している教育機関もあるが、上級
生SPを活用した演習を実施しているという報告12, 13）
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は非常に少ない。
　そこで我々は、実習を経験した上級生（４年生の
こと。以下上級生とする）をSPとした下級生（３年
生）対象の成人看護学演習授業を毎年計画・実施し
ている。この演習授業により、領域実習を経験して
いない３年生は、実際の患者への対応をイメージし
た適切な看護援助を学べるのではないか、また一般
の方や患者団体によるSP演習とは違う何らかの教
育的効果があるのではないかと考えた。そこで本研
究では、具体的に上級生SPを活用した成人看護学
演習における看護学生の学びについて調査し、その
教育効果を把握することとした。本研究の結果は、
看護基礎教育において、臨地実習へつながるような
看護実践能力が学べる教育的な示唆を得られるので
はないかと考えた。

Ⅱ．目的

　本研究の目的は以下の２点である。
１） 上級生SPを活用した成人看護学演習での看護

学生の学びを明らかにする。
２） 臨地実習に向けた成人看護学演習の教育方法に

ついて示唆を得る。

Ⅲ．方法

１．用語の定義
　上級生模擬患者（simulated patient: SP）：ある疾
患の患者の持つあらゆる特徴（単に病歴や身体所見
にとどまらず、病人特有の態度や心理的・感情的側
面にいたるまで）を、可能な限り演技する看護学部
４年生。
　学び：演習を通して看護としての知識・技術・態
度が変化すること。

２．対象者
　大阪府内にある大学の看護学部３年生で、成人看
護学演習を履修した看護学生106名。

３．調査期間
　2012年７月。

４．授業概要について
　調査対象となった授業は、成人看護学演習の最終
学修段階として位置付けられた、看護過程の展開を

目的とした単元であり、看護援助の実施を取り入れ
た実技演習である。以下授業内容を示す。
　①演習時間：90分×２コマ（合計180分）
　② 演習事例：成人期にある急性骨髄性白血病の男

性患者（詳細省略）で、プロフィール、現病
歴、治療方法、身体状況、日常生活の自立度な
どを研究者間で検討し、看護過程を展開した上
で「事例患者の全身清拭を実施する」ことを演
習授業課題として作成した。

　③ 事前課題：演習２週間前に上記２）の事例を対
象学生へ提示し、情報の整理、事例の患者に対
する全身清拭の目的、準備物品と手順の検討な
どを事前課題とした。

５．演習授業の展開方法
① １ベッドあたり上級生SPを１名、下級生４～６
名を配置したグループ編成とした。
② 下級生は、事前課題をもとに、２名１組で看護師
役または観察者となり、上級生SPに、制限時間
内で全身清拭と更衣を２回実施した。
③ １回目と２回目の間の20分間、１回目に実施した
清拭と更衣について振り返るためのグループ討議
を、上級生SPとともに行った。

６．上級生SPについて
　上級生SPの選定は、本研究と同時期に成人看護
学実習を経験した４年生の中から希望者を募り、希
望者17名で構成された。
　その上級生には、下級生に提示したものと同じ内
容の事例を１週間前に配布し、授業当日までに読ん
でくるよう依頼した。また、演習当日まで細かい演
技指示等は一切出さず、下級生看護師役から促され
た援助について、必ず１回は拒否するようにだけ事
前に依頼した。

７．調査方法
　研究者間で作成した自記式質問紙を演習後に配布
し、回収箱にて回収した。

８．質問項目
　質問紙の質問項目は、以下の６項目とした。
　 “Q１：今日の演習での感想、学びや気づきにつ
いて、記入してください。”
　 “Q２-１：演習の内容について／事例の内容につ
いて、どう思いましたか？”



上級生模擬患者による看護学生の学び

（ 87 ）

　 “Q２-２：演習の内容について／１つのベッド当
たりの学生数（看護師役+観察者複数名）につい
て、どう思いましたか？”
　 “Q２-３：演習の内容について／一連のケア実施
に必要だった時間に対して与えられた時間は、ど
うでしたか？”
　 “Q２-４：演習の内容について／患者役を同級生
ではなく先輩が実施したことについて、どう思い
ましたか。”
　 “Q２-５：演習の内容について／演習中の振り返
り（意見交換）について、どう思いましたか？”
　以上、回答は自由記述とした。

９．分析方法
　全ての回答から、上級生SP演習を通した直接記
述を分析対象とした。なお、感想や評価の記述は除
外した。
　それらを、すべてデータ化し、以下のように質的
帰納的に分析した。
　１） 研究者全員で前述の学びの定義に照らし合わ

せ、学びであると考えられるものを抽出し
た。

　２） 抽出されたデータは、意味単位ごとに分けら
れ、さらに意味が同様と考えられるものを同
じグループとし、分類した。

　３） 同じグループのデータの意味内容を再度読み
込み検討し、グループの細分化、あるいはグ
ループ編成の組み直しを複数回行った。

　４） グループ内のデータを読み込んで、それらに
共通する事柄を考えながら、グループ内の一
つひとつのデータをコード化した。

　５） コードを抽象化し（サブカテゴリー）、さら
に意味内容が共通しているものを抽象度を上
げて括った（カテゴリー）。

10．倫理的配慮
　本研究は、大学の専門科目単位取得の授業の中で
行われたが、対象となった看護学生には、研究のた
めに本調査票の回答を使用してもよいかどうかの意
思表示も合わせて回答してもらった。また回答内容
や不参加表明によって当該演習への成績判定には影
響がないこと、分析された結果は個人が特定されな
いこと、生データは厳重管理されること、生データ
や分析結果は研究以外で使用されないこと、研究者
のみで閲覧することが口頭および紙面にて説明され

た。
　本研究は、筆者が所属する大学の研究倫理審査委
員会の承認を受けて実施した。

Ⅳ．結果

　研究への参加の同意が確認できなかったものを除
外した分析対象者は、99名（回収率94.3％、有効回
答率100％）であった。

１．対象者の属性
　対象者の性別はすべて女性であった。

２．上級生SPを活用した演習での学生の学び 
　上級生SPを活用した看護学生の学びについて、
上級生SP演習を通した看護学生の“学び”の内容を
示すカテゴリー、サブカテゴリーおよびコードを一
覧に表す（表１）。
　分析した結果、44のコードから25のサブカテゴ
リー、５のカテゴリーが生成された。なお以下の文
章ではカテゴリーは【　】、サブカテゴリーは「　」、
コードは〈　〉、学び以外については『　』を使用し
て説明する。

　①【準備の大切さ】
　 　10のコードと６のサブカテゴリーで構成され
た。
　 　看護学生は、〈患者に応じた一番良い方法を考
える〉、〈患者のイメージを膨らませた計画を立て
る〉、〈患者の状態に合った計画・実施にリアリ
ティを感じる〉など「患者の状態に合わせたケア
の計画が必要」であり、「患者を把握する」こと
や「患者の状態をアセスメントする」など患者側
からと、「事前に学習しておく」、「手順を考えて
おく」、「断られた時の対策を考えておく」など学
生自身の行動として【準備の大切さ】について学
んでいた。

　②【目的・根拠を考えたケア】
　 　４のコードと２のサブカテゴリーから構成され
た。
　 　〈なぜこのケアをするのかをしっかり考える〉、
〈患者の状態に応じて根拠を考えて行う〉、〈根拠
をもって患者に説明しなければならない〉などの
「根拠を考えて援助する」ことや「目的を考えてケ
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カテゴリ サブカテゴリー コード
①
準備の大切
さ

事前に学習して
おく

事前に学習しておかなけ
ればいけない

手順を考えてお
く

きちんと手順を考えてお
かなければいけない

患者を把握する 患者の事を把握しておか
なければいけない

患者の状態をア
セスメントする

患者の状態をしっかりア
セスメントしなければい
けない

患者の状態に合
わせたケアの計
画が必要

十分な計画を立てておか
なければいけない
患者ができることをなく
さないようなケアの計画
をたてなければいけない
患者に応じた一番良い方
法を考える
患者のイメージを膨らま
せた計画を立てる
患者の状態に合った計
画・実施にリアリティを
感じる

断られた時の対
策を考えておく

断られた時の対策を考え
ておく

②
目的・根拠
を考えたケ
ア

根拠を考えて援
助する

なぜこのケアをするのか
をしっかり考える
患者の状態に応じて根拠
を考えて行う
根拠をもって患者に説明
しなければならない

目的を考えてケ
アを実施する

目的を考えてケアを実施
しなければいけない

③
患者に適し
た看護のあ
りよう

患者が受け入れ
ることができる
説明をする

患者が理解できるように
わかりやすく説明する
患者が不安なく納得でき
る説明を工夫する

セルフケアの必
要性を考える

セルフケアの必要性を考
える
セルフケアの意味がわか
る

患者の安楽を考
える

患者の安楽を考える

患者の安全を考
える

患者の安全を考える

患者の状態に合
わせたケア実践
を考える

患者の状態に合わせたケ
ア実践を考える

効率よくケアを
行う

効率よくケアを行う

カテゴリ サブカテゴリー コード
③
患者に適し
た看護のあ
りよう

患者に負担をか
けずに行う

患者に負担をかけずに行
う
患者の負担にならないよ
うなケアを考える
患者の負担を軽減し素早
くケアを行う大切さ

環境を考える 患者の行動範囲・周囲に
ついて考える

④
患者への配
慮

ケア中に患者を
意識して関わる

ケア中に患者の状態の観
察や声掛けをする
ケア中に患者のことを考
える
患者に確認が必要
患者の気持ちになってケ
アを考える

患者とのコミュ
ニケーションの
あり方を考え直
す

患者とのコミュニケー
ションを考え直す

上手に説明すると患者の
意欲を引き出せる
雰囲気を作ることが大事
声掛けの方法を考える

⑤
看護の現実
味

柔軟な対応の大
切さ

柔軟な対応が大切だと思
う
臨機応変さが必要

いろんな方法が
ある

いろんな方法があるとい
う気付きがある

目的に応じてケ
アの手順が変わ
る

目的に応じてケアの手順
が変わる

時間配分を考え
る

時間配分を考えなければ
いけない

計画通りにはい
かない

計画を実行することは難
しい
実際は考えてきた手順通
りにはいかない
患者の訴えや要望により
実際は違う

いろんな患者が
いる

いろんな患者がいる

やってみないと
わからない

やってみないとわからな
い

表１　上級生SP演習を通した看護学生の学びの内容を示すカテゴリーとコード一覧
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アを実施する」ことから【目的・根拠を考えたケ
ア】について学んでいた。

　③【患者に適した看護のありよう】
　 　12のコードと８のサブカテゴリーから構成され
た。
　 　〈患者が理解できるようにわかりやすく説明す
る〉、〈患者が不安なく納得できる説明を工夫す
る〉から「患者が受け入れることができる説明を
する」ことや、「セルフケアの必要性を考える」、
「患者の状態に合わせたケア実践を考える」、「患
者の安楽を考える」、「患者の安全を考える」、「環
境を考える」など患者について考えること、〈患
者の負担にならないようなケアを考える〉、〈患者
の負担を軽減し素早くケアを行う大切さ〉、「患者
に負担をかけず行う」などから【患者に適した看
護のありよう】についての学びが抽出された。

　④【患者への配慮】
　 　８のコードと２のサブカテゴリーから構成され
た。
　 　〈ケア中に患者の状態や観察や声掛けをする〉、
〈ケア中に患者のことを考える〉、〈患者の気持ち
になってケアを考える〉など「ケア中に患者を意
識して関わる」ことや、〈患者とのコミュニケー
ションを考え直す〉、〈上手に説明すると患者の意
欲を引き出せる〉などの「患者とのコミュニケー
ションのあり方を考え直す」ことから【患者への
配慮】についての学びが抽出された。

　⑤【看護の現実味】
　 　10のコードと７のサブカテゴリーから構成され
た。
　 　〈計画を実行することは難しい〉、〈実際は考え
てきた手順通りにはいかない〉、〈患者の訴えや要
望により実際は違う〉などから「計画通りにはい
かない」ことや、「柔軟な対応の大切さ」、「いろ
んな方法がある」、「目的に応じてケアの手順が変
わる」、「時間配分を考える」、「いろんな患者がい
る」、「やってみないとわからない」など【看護の
現実味】についての学びが抽出された。

３．学び以外の内容
　学びに該当しなかった内容の一部を紹介する（表
２）。

　自己の振り返りとして、できなかった、足りない
ことがわかったなどの演習時の自身の評価や、復習
や練習などの必要性、また頑張りたいと今後の意欲
につながる記述が見受けられた。
　先輩の存在から感じられたこととして、緊張感や
リアリティがあった、現実味を感じたという演習中
の学生自身の気持ちや、患者の苦痛を考えたケアに
ついて助言してもらったり、自分の行ったことを先
輩が評価してくれた、他の人の意見を聞けて参考に
なったなど上級生からの指導や評価に関する記述が
見受けられた。また臨機応変さ、患者のことをよく
知る、目的をきちんと説明する必要性やセルフケア
のあり方や根拠や目的をもっておくべきなど援助に
対して上級生から教えられたといった内容の記述が
見受けられた。

Ⅴ．考察

１． SPを活用した成人看護学演習で援助の実践・
評価まで実施したことによる学び

　本研究では学びの内容として、【準備の大切さ】

表２　学び以外の内容の一部

自
己
の
振
り
返
り

できなかった

足りないことがわかった

復習が必要

練習が必要

再認識の難しさ

頑張りたい

ケアの違いを実感した

実習へのイメージがついた

先
輩
の
存
在
か
ら
感
じ
た
こ
と

緊張感を味わった

リアリティがあった

現実味を感じた

患者の苦痛を考えたケアについて助言をもらった

臨機応変さ

患者のことをよく知る必要性

セルフケアのあり方について

目的をきちんと説明する必要性

根拠や目的をもっておくべきだということ

自分の行ったことを先輩が評価してくれた

他の人の意見を聞けて参考になった
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【目的・根拠を考えたケア】【患者に適した看護のあ
りよう】【患者への配慮】【看護の現実味】の５のカ
テゴリーが生成された。これらの学びのカテゴリー
は、看護場面におけるコミュニケーションの重要性
の気づきをもたらし１）、リアリティが高く実感を伴
う考える学習３）となっており、これまでSP参加型
演習の効果として報告されている研究報告と一致す
ると考える。
　また、看護過程を展開していく上での、患者の情
報収集、アセスメント、計画、準備、実施のそれぞ
れの段階で具体的な看護援助を考えることの必要性
について学ぶことができていた。これは実際に全身
清拭・更衣という看護援助することで、患者への説
明、観察、患者の状態に合わせたケアが具体的に必
要であるという現実場面に遭遇し、必要性を実感す
るに至ったことが、看護学生の気づきや学びにつな
がったと考えられる。
　【準備の大切さ】でのサブカテゴリー「断られた時
の対策を考えておく」や【看護の現実味】でのサブ
カテゴリー「いろんな患者がいる」では、看護学生
たちは上級生SPからケアを１回拒否をされた体験
から、臨床場面に近い失敗体験を感じ、また情動的
に揺さぶられる思いをし、このような体験が、看護
学生にとって患者との関わりの意味を深く考え、や
がて学びとして気づく機会となっていった可能性が
ある。

２．上級生SPから得られた学び 
　今回の研究結果からは、上級生SPだからこそ学
べたものを直接的に見出すことはできなかった。し
かし上級生に対する看護学生の感想からは、リアリ
ティや緊張感とともに、看護について教授された内
容が抽出された。
　今回の演習では、１回目の演習内容を振り返るた
めに、２回目の実施前に、上級生と討議する時間を
設けた。そのため援助をした看護学生は、上級生
SPから直接評価され、指導される機会をもつこと
ができた。この経験から、〈患者の行動範囲・周囲
について考える〉、〈患者の状態に合わせたケア実践
を考える〉などの【患者に適した看護のありよう】
や〈ケア中に患者の状態の観察や声掛けをする〉、
〈ケア中に患者のことを考える〉、〈患者の気持ちに
なってケアを考える〉など、患者の気持ちの理解が
深まったのではないかと考えられる。また上級生に
教授された内容が、そのまま自分たちの学びとして

記述されていたことからも、看護学生にとっては、
上級生SPとの関わり自体が、看護学生なりの学び
に繋がっていたのではないかと推察できる。

３．上級生がSPをするということの意味
　森谷ら13, 14）は、上級生がSPをすることで、上級
生自らの看護に対するリフレクション効果や後輩へ
の伝達を行っていたと報告している。本研究で上級
生SPは、特に細かな演技指導を受けず、教員から
事例と簡単な条件を提示されたのみであった。従っ
て上級生たちは、自身がすでに経験してきた約10か
月間の領域実習を通し、患者と関わったことや看護
の実際を体感した者として、事例上のSPを自分な
りに解釈し、のびのびと演じていたと考えられる。
　一方地域住民によるSPは、学生に否定的な感情
から肯定的な反応、看護職への期待、自己の健康感
や役割意識へと意識が変化することが報告されてい
る14）。言い換えると、一般のSPは、SPとしての訓
練や経験を重ねることで、看護学生へのフィード
バックをもたらすと考えられる。
　以上のことから、SPを活用した成人看護学演習
から期待できる教育効果を、上級生SPと一般SPを
比較すると、上級生SPの方が、自身の体験をもと
にしたSPを演じることができることに加え、先輩
でもあり同じ学生としてより近い存在でもあること
から、演習で援助する看護学生の気持ちや知識・態
度などのレディネスを想像しながら演習に参加して
いるのではないかと考えられる。また上級生は、臨
地実習を経験することで、困難と予測されること
に対処するためのアドバイスができる存在となる。
従って、上級生SPを活用することは一般のSPより
も高い教育効果が得られると考える。

４．自己の振り返りについて
　自己の振り返りとして、演習中の看護学生自身の
評価や、演習での体験による足りないことへの気づ
きがみられた。
　SPは演習中に感じたことを学生にフィードバッ
クする評価役割をもち、学生は自分自身の対応につ
いてフィードバックを直接受けることにより、対象
者のその時の感情や状況について具体的に知ること
ができる２）。そのようなプロセスを通して、学生は
自分自身の看護技術の習得レベルや、応用能力の
未熟さに気づき、自覚を持つことができることも
報告されており２）、本研究においても同様の結果と
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なっていた。またSP演習の教育効果は、実施者と
観察者とでは、実施者のみ自分を振り返る機会がで 
き６）、今回の演習で全員が看護師役として援助を実
施できたことで、記述としては現れてはいないが、
自己を振り返る機会にできたのではないかと考え
る。
　看護職者は、リフレクションによって対象者への
理解や認識が深まり、また対象者の新たな側面を発
見し看護実践を行うことで、さらに新たな看護の可
能性に気づくことができる。その可能性の気づきが
自己成長・自己実現、自信ややりがいへとつながっ
ていくとされる16）。学びの内容や看護学生の自己の
振り返りから、学生は、リフレクションによって生
じた自身の内面の変化として複数の変化が生じてい
たと考えられる。従ってSP演習の効果のひとつに
リフレクションができていたと考えることができ
る。

５．領域実習への効果について
　自己の振り返りの中には、実習へのイメージがつ
いたと記述している学生もいた。SP演習は、看護
学生にとって場面演習としてのリアリティが高い
が、臨地実習ほどの緊張感を抱かずに学習できる方
法である17）。特に看護学生は、成人看護学実習前後
の変化として不安や記録物への負担を感じ、対象
の理解が不足しているために看護計画の立案に困
難を感じていた、と報告されている18）。SP演習後
の実習評価では、SPに向かい合う経験やSPからの
フィードバックなどが患者のイメージを膨らませる
ことに有効19）で、SPの活用は看護者の態度形成に
役立つということも報告されている８）。またSPを
導入した観察について学んだ内容は、疾患との関連
性や観察の方法、援助につなげた観察として実習で
活かすことができ実際に患者を観察するうえでの効
果がある20）。さらに実習の役立ちよりも看護の対象
に対して、基本的な態度を身につけることや患者の
話を聞くことができたという報告もある21）。
　以上のことから、SPを活用した演習は、臨地実
習で直接患者への看護に遭遇することで大きな緊張
や不安を伴う看護学生への前段階として、さまざま
な教育効果が期待できるものであることが推察でき
る。従って、成人看護学演習での総まとめとしての
授業の位置づけは適切であることが確認できるとと
もに、成人看護援助論演習での上級生SPを活用し
た演習は、基礎実習を終了している看護学生にとっ

ても自己を振り返る機会となり、必要な知識や技術
の獲得への意欲を引き出すことにつながり、より具
体的に考える学習の機会となることが示唆された。

Ⅵ．本研究の限界と今後の課題

　本研究では、上級生SPを活用した成人看護学演
習への効果や実習への示唆を得ることができた。し
かし授業時間内での調査であったため、学生にとっ
てはいくら成績と関係ないとはいえ、回答には多少
のバイアスが入っていた恐れもある。今後研究を継
続していく上でも、研究方法の吟味は必要である。
さらに本研究で調査した学びは、１回の半構成的質
問で看護学生が回答したものであり、対象となった
看護学生の学びがすべて抽出されたとは言い切れな
い。学びは変化していくものでもあるので、複数
回、かつ対話的な形での調査方法も今後検討する必
要がある。また上級生SPを活用した演習後の実習
での評価や効果などについては今後の課題として検
討していきたい。

Ⅶ．結論

　本研究は、上級生SPを活用した成人看護学演習
における看護学生の学びを明らかにし、成人看護学
領域実習に向けた教育的な示唆を得ることを目的と
した。
　その結果以下のことが明らかになった。
１． 上級生SPを活用した成人看護学演習での看護

学生の学びとして、44のコード、25のサブカテ
ゴリーから【準備の大切さ】【目的・根拠を考
えたケア】【患者に適した看護のありよう】【患
者への配慮】【看護の現実味】の５つのカテゴ
リーが生成された。

２． 看護学生自身の評価、復習や練習の必要性など
自己の振り返りや、上級生SPに対する感想や
看護学生の援助に対する評価、さらに上級生か
ら教えられた内容など先輩の存在から感じたこ
とについても抽出された。

３． 上級生SPは、一般SPと比較して、臨地実習を
経験したことによる、実習での看護経験や実際
の患者から学んだ内容について演習を通して教
授していることが推察でき、領域実習前の学生
にとってはより効果的であることが考えられ
た。
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４．  看護学生は、上級者SPを活用した演習におい
てリフレクションできていることが推察され
た。

５．  領域実習を経験する前に上級生SPを活用した
演習を取り入れることで、看護学生の不安や緊
張を和らげ、看護援助や患者理解を深める効果
が期待できることが示唆された。
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